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カンタン操作ガイド 
本体の使い方 ― 

《 ジャンプ（参照／翻訳）機能 》 編 

本書では、ネットワーク電子辞書本体を使った「ジャンプ機能」を中心に関連する機能

について説明しています。 
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ジャンプ＝参照と翻訳＝について 

辞書の解説画面ほか、e ブック、e ニュース、e 文書のテキスト画面では、ジャンプ機能を使用する

ことができます。 

ジャンプ機能には、「参照」と「翻訳」があります。 

 

「参照」は、ある単語に対して同じ言語による解説（意味や定義など）を調べたいときに使います。

例えば、日本語の単語を選択すると、国語辞典や漢字辞典などの日本語の 1 言語辞書に、また

英単語を選択すると、英英辞典などの英語の 1 言語辞書に、ジャンプ先することができます。 

 

「翻訳」は、ある単語に対して他の異なった言語による訳（言い換えや解説など）を調べたいときに

使います。例えば、日本語の単語を選択すると、和英辞典などの日本語から他言語への 2 言語

辞書が、また英単語を選択すると、英和辞典などの英語から他言語への 2 言語辞書に、ジャンプ

することができます。 
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参照の使い方 

参照機能を使ってみましょう。 
※画面イメージは DB-J260 

まず【決定／ジャンプ】ボタンを押し

てカーソルを出します。カーソルを

目的の場所まで移動。 

もう一度【決定／ジャンプ】ボタンを

押すと、ジャンプ メニューが表示さ

れます。 

 

 

 

「参照」を選択して、【決定／ジャン

プ】ボタンを押すと、英英辞書（1 言

語辞書）の各候補が表示されます。 
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翻訳の使い方 

翻訳機能を使ってみましょう。 
※画面イメージは DB-J260 

今度は「翻訳」を選択して【決定ジャ

ンプ】ボタンを押します。 

 

英和辞書（2 言語辞書）にジャンプ

します。 
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¤ ジャンプ元の語・文字の選択方法について 

ジャンプモード中にカーソルを動かすと、英単語の場合は 1 語が選択されます。一方、

日本語の場合は 1 文字選択され、その文字を先頭とする見出し語にジャンプできます。 

また【FN】を押しながら、矢印キーを動かすと任意の場所まで選択することができます。

このときは、その選択された文字列と完全一致する見出し語へのジャンプを試みます。 

¤ 前後のページへのカーソル移動について 

ジャンプモード中のカーソルは、ページをまたいで移動することができません。いったん

【戻る】を押し、カーソルが消えた状態に戻したあと、ページを移動してください。 

 



Rev. 1.0 6 

ジャンプとリンク先移動について 

単語の意味を読みながらカーソルを動かすと、例文マークやリンクの部分が反転します。リンクが

反転した状態で【決定／ジャンプ】ボタンを押すと、画面はリンク先に移動します。 

リンクが反転した状態でジャンプモードに入るときは、いったん【戻る】ボタンを押して反転を消した

のち、【決定／ジャンプ】ボタンを押してジャンプモードに入ります。 

以下はその操作例です。 
※画面イメージは DB-J990 

矢印キー 上下・左右を押すと、

カーソルがリンクで止まり反転し

ます（右の例では「Æ（自） 2」）。 

ここで【決定／ジャンプ】ボタンを

押すと、ジャンプモードに入ら

ず、リンク先に移動します（右の

例では「（自） 2」に移動）。 

 

そこで【戻る】ボタンを押して、カ

ーソル（反転）を消します。 
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カーソルが消えたら【決定／ジャ

ンプ】ボタンを押してジャンプモー

ドに入ります。ここで現われたカ

ーソルはジャンプモードのカーソ

ルです。 

 

あらためて矢印キーを使って目

的のところまで移動し、【決定／

ジャンプ】ボタンを押します。 

 

 

 

以上 


